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お買い上げいただきましでありがとうございました。
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安全上のご注意
製品を安全にご使用いただくために、「安全上のご注意Jをご使用の前によくお読みくださ ¥"0

絵表示について この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々

への危害や財産への損害を未然に防止する為に、いろいろな絵表示をして

います。

その表示と意昧は次のようになっています。内容をよく理解してから本文

をお読みください。

A警告

A注意

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡ま

たは重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が障害

を負う可能性カf想定される内容および物的損害のみの発

生が想定される内容を示しています。 ー-

絵表示の例

A 
ム記号は注意(危険・警告を含む)を促す内容があることを告げるも

のです。図の中に具体的な注意内容(左図の場合は感電注意)カず描かれ

ています。
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③ 

e 

8記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍に具体

的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)が描かれています。

-記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に

具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け)が

描かれています。

お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合またはこの製品

の使用によって受けられた損害については、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は

一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。



s 
e 
嵩源プラグを

コンセントから

抜け

水や異物を入れない

機認の!大i古1¥に、水や、金属紙なとの

異物を入れないて?くださし、。

く火災や!芸誌の危険があります〉

・入ってしまったら、ただんに{吏f!jを

ヰ1ftしてくださし10

eオ デイオ装設を本体のft:iL~ スイッチ

を切り、コンセントから i忍j線プラグ

をt友いてくださし」

白点検、修理をご依頼ください。

A警告
異常かな 7と患ったら

A 
e 
電瀧プラクを

コノセントから
抜け

燃が出たり、変な~~~し吋.::， ~frがすゐ場

合、機2をの使Itlを中止してくだ戸い。

〈火災や感電の危険がありまナ〉

ell'I ちにオ ディオ袋笹本体の送機ス

イ yチを切り、こ]/セントからL忍源

プラグを妓いてください。

・安全を篠かめてから、修環をご依頼

くださし、。

ケー久を絶対に開けないでください

ぐD
分解紫i上

スピーカーのキャビネ y ト、カノ、ーを

開けたり改1告をしないでくださ予し、。

〈火災やf祭主主のf危険があります〉

@点t走、 111;:王忽li!1長'ieJ;S"またはケ/ウ y

ト争:.-3if;，ザrr¥ご{衣帯3くどさい。

由。

A 

③ 

③ 

ビニール袋にi主意 風呂場では使用しない

ビニール袋は子供や幼見の手の届かない所にか

たづけ、かぶって遊んだりしないようご注意く

ださい。
③ 

風呂場など、湿度の高いところや、水はねのあ

る場所で使用しないでくださし、

〈火災や感電の危険があります〉

〈窒息、の危険があります〉

不安定な場所lこは震かない

ぐらついた台の上や傾いた所など、

不安定な場所に喜まかないでくださし、。

〈渓ちたり倒れたりして、けがの原因

になることがあります〉

ク

指定以外のものを載せない

特に指定のない場合でも、ぐらつくよう

な乏いもの、まえ:外枠からはみ出るよう

な大きいものを絞せたり、偉いたりしな

いで下さい。

くく「れて倒れたり洛干して、けがの際、

凶となることがあります〉

ぐジ

水念品での

世間禁止

A注意れに
上にのらない

特にお子様が上に乗ったり、ぶら下

がったりしないように、ご注意くだ

さし、。

〈倒れたり、こわれたりして、けがの

僚凶になることがあります〉

③ 

③ 

温度の高い場所には置かない

i反射日光が当る場所、緩主毒機具の近く

など、異常に溢皮がおくなる場所に放

援しないでくださし、。

〈本体や音1IJ主に悪い影響を与え、火災

の原阪になることがあります〉

異常な昔を出し続けない

スピ カーを長持問、 fiが才つれたり、

fEんだ状態で使わないでくださ L、。

〈発熱し、火災の原凶となることがあ句

ます〉

唱金
LSF.777/555 3 



ご使用の前に
綱圃醐

.包装ケ スはぜひ保管されて、修埋サービスヤ移転などのと

き、スピーカーシステムを保護するためにご利用ください。

輯付属品

.スピーカーコード

(長さ 3m2*) 

.パナナプラブ

8個

幅使用上のご注意
.このスピーカーシステムの定格インピ}ダンスは6nです。ご

使用になるアンプの規絡を調べて、 6nの負荷インピーダンス

が使用できることを確認してください。

.このスピーカシステムの瞬間最大入力は IOOWです。過大な入

力そスピーカーに加えると、音質をそこねたり、故障の原因と

なることがありますので、次のことに十分ご注意ください。

ご注意:

1.スビーカーシステムの、鱗鵠最大入力以下の出カのアンプをご

使F需になるときでも、ボリュームをあげ過ぎると、アンプの出

カカ言葉み過大入力となります。*リュームをあげ過ぎないでく

ださい。

2アンプのトーンコントロール (BASS、τREBLξ)やラウドネ

スコントロールなどで、低音域や高音域のレベルを大I憾にあげ

た状態で、ボリュームをあげ過ぎないでください。

3ドM放送の局開ノイズや、テープの寧送りによる高調波成分を

含んだ信号等を、連続して加えないでください。

4.アンプのスイッチを切り換えるときや、レコード銭に針をおろ

すときは、アンプのボリュームを最小にしてください。

輯スピーカーの防磁とテレビについて

しこのスピーカーシステムは、テレどとの近接使用が可能なス

ピーカーシステムです。設置のしかたによっては、色ムラを生

じる場合があります。その場合は、 l度テレビの電源を切り、

15~30 分後に再びスイッチを入れてくださし、。テレピの自己

消磁機能により、画面への影響が改善されます。その後も色ム

ラが残るような場合には、スピーカーをさらに離してご使用く

ださい。

2近くに銭石など鋭気を発生するものが置かれている場合には、

スピ…カーとの相互作用により、テレビに色ムラを発生する場

合がありますので、設置にご、注意ください。

3テレビからの電磁波の誘導作用により、ステレオの篭棟スイッ

チがOFFのときでも、スピーカーから音が間こえることがあ

ります。その場合も、テレビとスピーカーを離して設置してく

ださい。

幅セットのお手入れ

争
3号ム

キャピネットなどが汚れたときは、やわらかい布でからぶき

します。シンナ一、ベンジン、アルコールなどは変色の原悶にな

ることがありますので、ご使用にならないでください。

ステレオ音のエチケット

自
楽しい音楽も、時と場所によっては気になるもので

す。隣り近所への配慮も十分いたしましょう。ステレ

オの古量は、あなたの心がけ次第で大きくも小さくも

なります。静かな夜間は、小さな告でも通りやすいも

のです。夜間の音楽鑑賞には、特に気を配りましょう。

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも一つの

方法です。おjZいに心を配り、快い生活環境を守りま

しょう。

LSF .777/555 4 



接続のしかた

右側jスピーカー

スピーカーコードを直
接端子に接続する場合

:=:::t:=国①芯線をよじる

喝。 ② ネ ジ を ゆ る め る

ふ一入れる
'f)@ネジ叩る

バナナプラグを使用して
接続する場合

①ネジを締める
(締っていること
を確認する)

②スピーカーコード
が接続されたプラ

⑨ Zを端子の穴部に
司』、ι 差し込む

アンプのスピーカ一端子

左側スピーカー

使用されるアンプのスピーカ一端子がバナナプラグ対応されている場
合(KAF-7002.KAF・50O2など)スピーカー側と同様な方法でバナナプ
ラグを使用して、スピーカーコードとアンプのスピーカ一端子を、接続
することもできます。

f一一一一一一一一一一一一一一一一一、
l・付属のスピーカーコードは、亨向性をもっていて音質に関 I

| 係します。下図に合わせて接続することをおすすめしますo I 

i R 一一… :一一…s:
¥三ンプ側 ス ピ ーカー側ノ

ご注意:

1_スピーカーコードを接続する前に、必ずアンプの電源を切って

ください。電源を入れたまま接続すると、スピーカーシステム

が故障することがあります。

2_端子とスピーカーコードの極性(十)、(一)をまちがえて接続

すると、音像が定まらず、低音域の量感も得られません。端子

とコードの極性に注意して接続してください。

3_バナナプラグをご使用になる場合は、スピーカ一端子のネジを

締めてから差し込んでください。

L向かつて左側のスピーカーシステムは、アンプのスピーカ一端

子L(左)に、右側のスピーカーシステムは、アンプのスピー

カ一端子 R (右)に接続します。

・このスピーカーシステムは、左側と右側設置用があります。

裏板シール上に、 L(左用)、 R(右用)で表示されております。

2_付属のスピーカーコードには、赤色の線(+)と乳白色の線

(一)がありますので、アンプのスピーカ一端子(十)倶tlに赤色

の線、(一)側に乳白色の揚.を接続してください。

3_スピーカーシステムの入力端子は赤(赤線マーク)のターミナ

ルが(+)、黒(黒線マーク)のターミナルが(一)です。付属

のスピーカーコードの赤色の線を赤ターミナル、乳白色の線を

黒ターミナルに接続します。

圃付属バナナプラグの使用方法
1.スピーカーコードとバナナプラグの接続

スピーカーコードの先端(芯線)をよじって、図のように、プ

ラグ部に入れ、キャップ部をしっかり締めます。(このとき、

リード線の被服部をはさみ込まないようご注意ください)

2.配謀

スピーカーコードが接続されたプラグを、それぞれの端子に差

し込みます。(コードの極性、方向をご確認ください)

サランネットのとりはずし方

.外しかた -取り付けかた

①下部隅を手前に引く ②上部隅を手前に引く ①上部隅を押し込む ②下部問を押し込む

i口 『口 時旧
嘩E
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定格

ご注意:

これらの定格およびデザインは、技術開発にともない予告なく変更することがあります。

しSF-777

手重類.…....・H ・-……・・……防磁型(EIAJ)2ウ工イスピーカーシステム

エンクロージャー…..バスレフ式、ブックシェルフタイプ

ウオールナット仕上げ

スピーカーユニット

ウーハー…....・ H ・....150mm コーン形

ツィーター……… 28mm ドーム形

瞬間最大入力…・…・・ 100W

定4各インピーダンス ..6n 
再生周波数特性…・…・・ 45Hz-30，OOOHz

クロスオーバー周波数日 2，200Hz

出力音圧レベル……・ 84dB/W(lm) 

外形寸法……....・H ・-…(幅)216 X (高さ)352 X (奥行)326mm 

正昧質量……....・H ・....8.7kg/1台

付属品…・・・……....・...スピーカーコード 2本

バナナプラグ 8個

LSF・555

種類…....・H ・.........・H ・-防磁型(EIAJ)2ウェイスピーカーシステム

エンクロージャー….バスレフ式、ブックシェルフタイプ

ウオールナット調 PVC仕上げ

スピーカーユニット

ウーハ一...・H ・...・H ・..15伽 m コーン形

ツィーター…...・H ・..28mm ドーム7f~

瞬間最大入力……… 100W

定+各インピーダンス ..6il

再生周波数特性……・ 45Hz-30，OOOHz 

クロスオーバー周波数日 2，200Hz

出力音圧レベル……・ 85dB/W(1m) 

外形寸法……・………(幅)216 X (高さ)352X (奥行)326mm 

正昧質量....・H ・....…… 8.1kgハ台

付属品....・H ・.....……・…スピーカーコード 2本

バナナつまラグ 8個

※「防磁型 (EIAJ)J とは、(社)日本電子機械工業会 (EIAJ)の技術基準に適合したスピーカーシステムです。

保証書とアフターサービス

1.保証書一このスピーカーシステムには、保証書がついていま

す。必ず所定事項の記入、および記載内容をご確認のうえ、

大切に保管してください。

2.保証期間一お買いあげの日から1年です。正常なご使用状態

で、この期間内に万一故障した場合には、保証書の記載内容

により、お買いあげ販売庖またはケンウッドの営業所が無料

修理いたします。

3.保証期間経過後の修理については、お買いあげ販売庖、また

はケンウッドの営業所にご相談ください。修理によって機能

|くENWOOD
株式会社ケフウッド
〒150東京都渋谷区道玄坂1-14-6

が維持できる場合は、お客様のご要望により有料修理いたし

ます。

4.スピーカーシステムの補修用性能部品の巌低保有期間は、製

造打切後8年です。この期間は通商産業省の指導によるもので

す。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために

必要な部品です。

5.なおアフターサービスについてご不明な点は、お買いあげ販

売庖、またはケンウッドの営業所に、ご遠慮なくご相談くだ

さい。

-商品、商品の取り扱いに関するお問い合わせは、お客様相談室をご利用ください。

お客様相談室 (東京)電話 (03)3477-5335 〒153東京都目黒区青葉台3-17-9(ケンウッド青葉台ビル)

(大阪)電話 (06)357-5335 干534大阪市都島区東野田町1-20る(大阪京橋第一生命ビル)

.アフターサービスについては、お買いあげ‘の販売庖か、または別紙「ケンウッド全国サービス網jをご参照のうえ、

最寄りのサービスステーション、各営業所にご相談ください。


